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　（ネヴ ァダ州にある病人がいて，私はこの人に２時問というもの叱如ら刊三も壷をつき通したことがあ

る。 彼女に嘉冬まらえじ・とぽ恵ら去じ・。 そんな気はさらさらない。が，説明だけはしておきたい。あいに

く彼女の名前を如ら去∴し，ましてや現住所もらふら去じ ・。 もしご当人がこのくだりに目を触れるような

ことがあれば，ご一報いただきたい 。

　それはｉき壷毒あ童，所はネ｝÷列ヰ１１）二〉らであ った。加えて，農産物共進会開催期で，町は腹をすか

し走ルシペシあ夫轟は言うまでもなく ，け毛去さ乏らきキぽ二走ら睦禽命でごった返していた。町を「飢

えた」町にしたのは，飢えたルンペンたちだ った。連中は，市民の家の勝手口を手ごたえがなくなるまで
　　　　　　　　　　　２）ｒロパ・そあをじ・をし走」のだ。）＜傍点筆者〉

　英国の首都ロンドンの貧民窟イースト ・エンドに自ら潜入し，その悲惨きわまる実態を克明に

世に知らしめた，秀逸なルポルタージ ュ『どん底の人びと』（Ｔ１加Ｐ。。〃げ伽〃ツ。ぺ９０３）の著

者ジャッ ク・ ロンドン（１８７６－１９１６）が，このような北米大陸ルンペン放浪記なるものを書いて

いたとしても ，何ら不思議はない。英米の違いはあれ，発達した資本主義社会の裏面を鮮明に写

しとっ た仕事であるという点で共通しているからである。本稿では，彼が１６歳および１８歳（主と

して１８歳）のときに発展著しいアメリカ社会の裏側でつぶさに見聞したり自ら行動したことを綴

った丁加Ｒｏ〃（１９０７）を取りあげて考察してみたいと思う 。

　Ｊ ・ロンドンは，さまざまなジャンルにおいてパイオニアであ った。上述のルポルタージュ は

もちろんのこと，ホクシング小説の開拓者でもあり ，さらにはまた
‘‘
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でもあ った。実は冒頭に引いた２節は，この丁加Ｒｏ〃に収録された９篇のうち

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（５８０）
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の最初の「告白」（
‘‘

Ｃｏｎｆｅ。。ｉｏバ）の，つまりはＴ１加Ｒｏ〃全体の書きだし部分なのである。傍点

を付したあたりを中心に，初っぱなから〃６Ｒｏ〃の本質的な諸特徴が顕著に表われている 。

１

　ロンドンが１６歳といえば１８９２年，１８歳といえば１８９４年のことで，アメリカ杜会が大きなうねり

を見せて移り変わ っていっ た時代である。不景気が波状攻撃を見せた時代で，とりわけ１８９３年の

恐慌はよく知られており ，８千以上（一説には１万）もの企業が倒産した。また１８９４年には，有

名なプルマン ・ストライキを始め，数々のストライキや工場閉鎖や暴動が相次いだ。サンフラン

シスコ だけでも３万５千人の失業者を見たという 。そんな時代状況にあ ってロンドン自身も ，

１８９２年には，前年に身を投じていた牡蠣密漁一味から足を洗い，逆に密漁巡視官代理に任命され

て食い扶持を稼いだりした。が，陸に上がると ，深酒をしたり ，自殺未遂を図 ったり ，浮浪者た

ちに関心を抱いたり ，……
と， 変化の激しいかなりすさんだ生活を送 っていた。そして ，

“ｒｏａｄ　 ｋｉｄ ｓ’’ と呼ばれた浮浪児たちと数週間つき合っていた折に，サクラメントからネダァ ダ州

まで初めて貨物列車による放浪の旅を敢行したのであ った 。

　「とんな若僧も ，『峠』を越えてはじめてさすらい小僧となる」　　というのが，サクラメントで明細に

説かれるのを聞いた放浪の捷であ った。よ一し，自分も峠を越えていっ て， みんなのちゃんとした仲問入

りをするんだ。ところで「峠」というのは，シエラ ・ネヴ ァダ山脈のことだ。（ｐ．１７２）

この時から

放浪の旅は私をしっ かりとつかんで，放そうとはせず，のちに，海へ航海に出て，さまざまなことをや っ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 コ　　　　　メ　　　　　ツ　　　　　トたあとも ，放浪生活にもどり ，さらに長い旅をし，「目まぐるしく動く浮浪者」やベテランとなり ，ど っ

ぷりと杜会学という浴槽に飛びこんだのであ った 。（ｐ．１８４）

と， 放浪者になっ た発端や経緯を述べている 。

上に見た時代状況（ロンドン自身も ，「１８９３年の不景気な時代に」（ｐ．８８）と書いている）からも ，ロ

ンドンー家の生活が楽なものでなかったことは容易に推測できる。ただし ，
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のように赤貧洗うがごとき状態だったのかというと ，ロンドンの長女ジ ョウンによれば，それは

当たらないという 。後年彼女が書き残した書簡に，次のような一節が見られる 。

（５８１）
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｍａｙ２２．１９６４

Ｄｅａｒ　Ａ１Ｓｈｉｖｅｒｓ
，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（中　略）

　Ｎｏｗ，ｑｕ１ｃ
ｋ１ｙ，ｍｙ　ｆａｔｈｅｒ

’ｓ ‘‘

ｐｏｖｅｒｔｙ－ｓｔｎｃｋｅｎｅ
ｄ’’ ｃｈ１１ｄｈｏｏｄ　ａｎｄ　ｙｏｕｔｈ　 ｓｕｐｐｏｓｅ１ｔ　ｃｏｍｅｓ

ｄｏｗｎ　ｔｏ　ｓｅｍａｎｔｌｃｓ　ａｎｄ　ｗｅ　ｓｈｏｕ１ｄ　ｅｘｃｈａｎｇｅ　ｄｅ丘ｍｔ１ｏｎｓ　Ｔｈｅ　Ｌｏｎｄｏｎｓ　ｗｅｒｅ
‘‘

ｐｏｏｒ
，” ｂｕｔ　ｍ　ｒｅ

－

１ａｔ１ｏｎ　ｔｏ　ｔｈｅ　ｅｃｏｎｏｍ１ｃ　ｓｔａｎｄ－ａｒｄｓ　ｏｆ　ｔｈｅ　ｗｏｒ
ｋｍｇ　ｃ１ａｓｓ　ａｔ　ｔｈａｔ　ｔｍｅ　ｔｈｅｙ　ｗｅｒｅ　ｎｏｔ

‘‘

ｐｏｖｅ血ｙ ・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５）
ｓｔｎｃｋｅｎ ”Ｔｈｅｙ　ａ１ｗａｙｓ　ｈａｄ　ｆｏｏｄ，ｓｈｅ１ｔｅｒ　ａｎｄ　ｃｌｏｔｈｍｇ　ｏｎ　ａ　ｐａｒ　ｗ１ｔｈ

　ｔｈｅ１ｒ　ｎｅｌｇｈｂｏｒｓ

貧しかったには違いないのだが，当時の労働者階級の経済水準からすれば，「赤貧洗うがごとし」

ほどではなかったようだ。いずれにせよ，一家を支えるために半端仕事をこなしながら，荒れた

生活を送るうちに浮浪児たちとの出会いとなり ，放浪の味を知ることになっ たのである 。

　１８９４年３月 ，ロンドンはそれまで過酷な労働条件のもとで働いていたオークランド・サン ・リ

アンドロウ・ヘイワーズ電気鉄道の発電所を辞め，ケリー 産業軍（１８９４年の春，失業者の大軍を組織

し， 首都ワシントンまで請願行進の指揮を執ったのがジャコ ブ・ Ｓ・ コクシーで，サンフランシスコ地域の

一隊を指揮したのがチャールズ ・Ｔ ・ケリーなる人物）に合流することにした。これが，２度めの放

浪へのきっ かけとなっ た。 無論，「失業者に仕事をまわせ ■」との請願行進に加わることが目的

だっ たのではない 。
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彼が失業者軍と行動を共にしたのは，全行程５ヵ月のうちわずか１ヵ月余りにすぎないことでも

それは推測できるが，彼自身の言葉を借りれば ，

これらの放浪者たちの話を聴いていると，わが牡蠣泥棒行為がまるで３０セントぽっちに見えた。口にされ

る１語１語で新しい世界が私に呼ぴかけていた　　（ｐ１７０）

私が浮浪者になっ たのは　　まあ，私の中にある活力，私をじっとさせてはおかないわが放浪癖のためで

あっ た。（中略）私が「放浪」に出たのは，避けられなかったからだし，自分のズボンに汽車賃がなか っ
　　　　　　　　　　　　　　　　たち　 、

たからだし，一生「単調に」働けない質だ ったからだし，　　まあ，放浪に出ないよりは出るほうがたや

すかったからにすぎない。（ｐ．１６２）

といっ た２つの大きな理由が考えられるだろう 。こうして，１６歳のときと比べてはるかに長くて

ショッ キングな出来事の多い２度めの旅が始まっ たのであ った。これには余程の思い入れがあ っ

たらしく ，１８９４年４月６日（金）夕方の１６時３０分に友人のフランク ・デイヴィスとオークランド

を出発したときから，５月いっ ぱいまでの２ヵ月近くにわた って，かなり詳しい日記（いわゆる

　　　　　　　７）
“Ｔｈ．Ｔ。。ｍｐＤ１。町”なるもの）を書き残している。これを読むと ，１８歳にしてすでに将来のための

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（５８２）
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資料作りに励んでいたことがわかる。現に丁加Ｒｏ〃そのものの中でも ，５月２５～２９日の５日

分だけではあるが，ｒ放浪生活の実例として，わが脱走に続く数日問のことを自分の日記から以

下に引いてみる」（ｐ．２０３）として，この日記を利用している。エチ ュレインも ，‘‘
ｔｈｅｄｉａｒｙｒｅ
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　８）ｖｅａ１ｓｔｈａｔａｔｅｉｇｈｔｅｅｎｙｅａｒｓｏｆａｇｅ Ｌｏｎｄｏｎｗａｓａｇｏｏｄ ｓｔｏｒｙｔｅ１１ｅｒ，…’’ と指摘している。ちなみ

にこの丁加Ｒｏ〃のものと実際の日記とを照合してみると ，多少字句の修正がなされてはいる

ものの，基本的には日記がほほそのまま転記されたものと言っていいだろう 。とりわけ，いつと

こで何をしたか，どんなことが行なわれたかなどにかかわる日付 ・曜日 ・時刻 ・場所等の正確な

記述は，ロンドンがのちに記憶の再確認をするうえで貴重な力を発揮したばかりか，読者，特に

その時点から数えれば百年以上もの歳月を超えて読むわれわれ現代人の目にも不思議なほどの臨

場感を伝えるものである 。

　そこで，この２度めの放浪の足跡を彼自身の日記およびエチ ュレインの解説を中心に概観して

おきたい 。

　４月６日（金）１６時３０分（以下，時刻は１６ ：３０というふうに表記）に，友人とオークランドを出
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　９）
発し，２０ ：ＯＯにサクラメントに到着。ケリー軍は，すでに１６ ：ＯＯにオグデンに向けてサクラメン

トを出てしまっ ていた 。２２ ：ＯＯのオウヴ ァーランドに乗る。以下，トラ ッキー リーノウ，ウォ

ズワース，ウィネマッ カと，無賃乗車で乗り継いでいく 。４月１１日（水）には，フランクがオー

クランドヘともどる。それからはカーリン，エルコ，ピーコ ，ウエ ルズ，テラスと乗り継ぎ，４

月１４日（土）にユタ州オグデン 着。 その後ワイオミング州に入り ，エヴ ァンストンからロッ クス

プリングズを経て，大雪降りしきるなか山岳地帯を越えていっ た。 ４月１７日（火）には，失業者

軍のリーノウ支隊に追いついている 。（この時から５月２５日（木）までの１ヵ月余りの間，軍と行動を

共にしたことになる。）以下，ネブラスカ州グランド ・アイライド，オウマハ，ウエストン，アン

ダーウ ッド，ネオーラ ，メンデン，アヴォウカ ，ウォールナ ット ，マーン，アトランティッ ク，

ワイオタ ，アニータ ，アデア，ケイシィ ，スチ ュアート ，デクスター アーラム，ディ ・ソウト

ウ， ヴァン ・ミーター ブーンヴィルと ，小さな町村を徒歩で行き ，４月３０日（月）にようやく

ディモインに到着。ここでいわゆる旅のわらじを脱ぎ，数日間みんなで野球やキャンプファイア ，

歌等に興じた。以後は平底船を作 って，ディモイン川からミシシ ッピ川へと下り ，さらにケアロ

ウからはオハイオ川を湖る水路をとることに決定。５月１４日（月）にオタムワ ，そして５月２１日

（月）にはイリノイ州クィンシィに着いている。さらに５月２４日（木）にはクィンシィを立 って ，

ミズーリ州のハニバルに到着。この日に軍を離れ，特急列車や家畜列車を乗り継ぎながら ，５月

２９日（火）朝７ ：ＯＯにシカゴ到着。ここに至 ってようやく
‘‘
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と記している。５月３１日（木）には汽船に乗って，ミシガン州セント ・ジ ョゼフ

におばを訪ね，そこで数日を過ごし，それからシカゴにもどって，ニューヨークヘと向かった 。

その後，６月下旬にバファロウ行きの列車に飛び乗り ，ナイアガラ濠布を見たが，６月２９日 ，再

度濠布を見たあと ，放浪罪により３０日間の投獄に服した。７月２９日に釈放。あと ，首都ワシント

ンに向かい，２週問ほど滞在。８月半ば頃には北へと向かい，ボルティモアで数日を過ごし，再

びニューヨークを経て，９月初めにはボストンで数日問を過ごし，ニュー・ イングランド地方を

通過し，モントリオール滞在ののちオタワから西へと大陸横断を敢行，ヴァンクーヴァーを経て ，

汽船でサンフランシスコヘと帰り着いた。９月末から１０月初めのことで，５ヵ月間の放浪であ っ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（５８３）
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た。

　大さっ ぱな足どりではあるが，ロンドンが時間的 ・地理的にどのようなコースを辿ったかの概

要をうかがい知れるし，本稿で丁加Ｒｏ〃を考察するうえでも有用な手がかりや判断材料とな

るだろう 。

　さてロンドンは，この２度にわたる放浪体験を近い将来において何としても活字の形で発表し

たいとの意向ないしは願いをかなり以前から抱いていた。まだ駆けだしの作家だ った１８９９年当時

に， 友人のクラウズリ ・ジ ョンズに宛てた書簡で次のように書いている 。

Ｌｏｎｇ　ｙｅａｒｓ　ａｇｏ－ｔｈｒｅｅ，ａｎｙｗａｙ
，Ｉ　ｗｒｏｔｅ　ａ　ｓｙｎｏｐｓ１ｓ　ｏｆ

‘‘

Ｔｈｅ　Ｒｏａｄ ，” ｕｎｄｅｒ　ｔｈａｔ　ｔ１ｔ１ｅ，ｄｅｓｃｒ１ｂ－

ｍｇ　ｔｒａｍｐｓ　ａｎｄ　ｔｈｅ１ｒ　ｗａｙｓ　ｏｆ１１ｖｍｇ，ｅｔｃ　Ｉｔ　ｈａｓ　ｂｅｅｎ　ｅｖｅｒｙｗｈｅｒｅ－ｅｖｅｒｙ　ｓｙｎｄ１ｃａｔｅ　ａｎｄ　ｂ１ｇ

Ｓｍｄａｙ　ｅｄ１ｔ１ｏｎ　ｒｅｆｕｓｅｄ１ｔ　ａｓ　ａ　ｆｅａｔｕｒｅ　ａｒｔ１ｃｌｅ ，ｂｕｔ　Ｉ　ｋｅｐｔ１ｔ　ｇｏｍｇ　Ａｎｄ１ｏ，ｔｏ－ｄａｙ，ｃａｍｅ　ａ　ｎｏｔｅ

　　　　　　　　　　　　　　　　　１０）ｏｆ　ａｃｃｅｐｔａｎｃｅ　ｏｆ　ｓａｍｅ　ｆｒｏｍ　ｔｈｅ　Ａ
ブ６舳

１８９６年頃には，「放浪記」の梗概を書いてあちこちに送っていたようなのだ。この『アリーナ』

誌からも ，最終的には不採用となっ たのではあるが。それにしてもこの放浪体験に対する思い入

れは深く ，ようやく『コズモポリタン ・マガジン』への連載が決まっ たのが，１９０６年１２月のこと

であ った。同月１７日付の同誌編集部に宛てた書簡で

　Ｎｏｗ
，１ｔ　ｈａｐｐｅｎｓ　ｔｈａｔ　Ｉ　ｈａｖｅ　ｊｕｓｔ丘ｍｓｈｅｄ　ｍｙ　ｎｏｖｅ１，〃６〃ｏ〃 Ｈ６３４ａｎｄ　ｈａｖｅ　ｊｕｓｔ　ｂｅｇｍ

ｗｏｒ
ｋ　ｏｎ　ｔｈｅ丘ｒｓｔ　ｏｆ　ａ　ｓｅｎｅｓ　ｏｆ　ｔｒａｍｐ　ｒｅｍｍ１ｓｃｅｎｃｅｓ　Ｉ　ｈａｖｅ２，０００ｗｏｒｄｓ　ｏｆ　ｔｈｅ丘ｒｓｔ　ｏｎｅ　ｏｆ

ｔｈ１ｓ　ｓｅｒ１ｅｓ　ｃｏｍｐ１ｅｔｅｄ，ｅｎｔ１ｔ１ｅｄ “Ｃｏｎｆｅｓｓ１ｏｎ
’’

Ｉｎ　ｔｈ１ｓ　ｓｅｒ１ｅｓ　Ｉ　ａｍ　ｇ１ｖｍｇ　ｔｒｕｅ　ｐｅｒｓｏｎａ１ｅｘｐｅｒ１－

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１１）ｅｎｃｅｓ　ｏｆ　ｍｍｅ　ｏｆ　ｔｈｅ　ｄａｙｓ　ｗｈｅｎ　Ｉ　ｗａｓ　ａ　ｔｒａｍｐ

と書き，以下具体的な提案が行なわれ，『ｐズモポリタン』はこれを受諾した。そしてこの「告

白」（
‘‘

Ｃｏｎｆｅｓｓｉｏｎ”）が同誌の１９０７年５月号に掲載されたのを皮切りに，１２月号まで毎号運載され
，

　　　　　　　　　　　　１２）
１９０８年３月号に載った「デカ」も含む９篇をひとまとめにして（但し，雑誌発表順とは若干異なる）

丁加Ｒｏ〃と題した単行本となっ て１９０７年１１月に出版された。単行本の９篇のタイトルを順に列

挙すると ，

０ｃｏｎｆｅｓｓ１ｏｎ　　Ｈｏ１ｄｍｇ　Ｈｅｒ　Ｄｏｗｎ　　Ｐ１ｃｔ皿ｅｓ　　
‘‘

Ｐｍｃｈｅｄ”　　Ｔｈｅ　Ｐｅｎ　＠

Ｈｏｂｏｅｓ　ｔｈａｔ　Ｐａｓｓ　ｍ　ｔｈｅ　Ｎ１ｇｈｔ　¢Ｒｏａｄ－ｋ１ｄｓ　ａｎｄ　Ｇａｙ－ｃａｔｓ　ゆＴｗｏ　Ｔｈｏｕｓａｎｄ．Ｓｔ１
ｆｆｓ　　

Ｂｕｌ１ｓ

である。読者の大方は，この目次に挙がったタイトルを見たとき ，果たして中身の見当がついた

だろうか。ほとんとが俗語表現だからだ。（筆者は，拙訳書では取りあえず０告白　　毎賃乗車　情

景　＠「しょっ ぴかれて」　刑務所　＠夜を走るルンペンたち　¢さすらい小僧と新米ルンペン　＠２千

人のルンペン　　デカという訳をつけてみた。）同じ編集部に宛てた書簡でロンドンは ，

（５８４）



　　　　　　　　　　　　　　Ｊ ．Ｌｏｎｄｏｎ，丁加Ｒｏ〃を読む（辻井）　　　　　　　　　　　　　１８３

Ｉｔ　ｌｓ　ｍｙ　ｍｔｅｎｔ１ｏｎ，１ａｔｅｒ　ｏｎ，ｔｏ　ｐｕｂ１１ｓｈ　ｔｈｅ　ｃｏ１ｌｅｃｔ１ｏｎ　ｍ　ｂｏｏｋ－ｆｏｒｍ，ｕｎｄｅｒ　ｔｈｅ　ｔｌｔ１ｅ　Ｔん６Ｒｏ〃，

ｗ１ｔｈ　ｔｈｅ　ｓｕｂ－ｔ１ｔ１ｅ　Ｔ閉

妙Ｒ舳鮒伽６５
Ｗｈｙ　ｃｏｕ１ｄ　ｙｏｕ　ｎｏｔ　ｐｕｂ１１ｓｈ　ｔｈｅ　ｓｅｒ１ｅｓ　ｍｄｅｒ　ｔｈ

ｅ

ｇｅｎｅｒａ１ｔ１ｔ１ｅ　Ｔ加Ｒｏ〃，ｗ１ｔｈ　ｔｈｅ　ｓｕｂ
－ｔ１ｔ１ｅ ‘‘

Ｕｎｄｅｒｗｏｒｌｄ　Ｒｅｍｍ１ｓｃｅｎｃｅｓ
，” ｏｒ　ａｎｙ　ｏｔｈｅｒ　ｓｕｂ －ｔ１ｔｌｅ

　　　　　　　　　　　　　　　　１３）
ｙｏｕ　ｗｉｓｈｅｄ 　ｔｏ　ｓｅｌｅｃｔ　ｆｏｒ　ｙｏｕｒｓｅ１ｖｅｓ　Ｐ

との意向および希望を述べている。この雑誌に対する希望のほう ，すなわち各篇に適当な副題を

添えることは，そのまま取り入れられた。すなわち ，

　　Ｈｏ１ｄｍｇ　ｈｅｒ　ｄｏｗｎ，ｍｏｒｅ　ｒｅｍｍ１ｓｃｅｎｃｅｓ　ｏｆ　ｔｈｅ　ｍｄｅｒｗｏｒ１ｄ

　　Ｐ１ｃｔｕｒｅｓ，ｓｔｒａ　ｍｅｍｏｎｅｓ　ｏｆ１１ｆｅ　ｍ　ｔｈｅ　ｍｄｅｒｗｏｒ１ｄ

＠　　Ｐｍｃｈｅｄ， ａ　Ｐｒ１ｓｏｎ　Ｅｘ　ｅｒ１ｅｎｃｅ

　　Ｔｈｅ　Ｐｅｎ

＠）Ｈｏｂｏｅｓ　ｔｈａｔ　Ｐａｓｓ　ｉｎ　ｔｈｅ　Ｎｉｇｈｔ

¢　Ｒｏａｄ－ｋｉｄｓ　ａｎｄ　Ｇａｙ　Ｃａｔｓ

＠　Ｔｈｅ　Ｍａｒｃｈ　ｏｆ　Ｋｅ１１ｙ’ｓ　Ａｍｙ　Ｔｈｅ　Ｓｔｏｒ　ｏｆ　ａｎ　Ｅｘｔｒａｏｒｄｍａｒ　Ｍ１ｒａｔ１ｏｎ

　　Ａｄｖｅｎｔｕｒｅｓ　ｗ１ｔｈ　ｔｈｅ　Ｐｏ１１ｃｅ 〈下線筆者〉

下線を施したあたりが副題に相当する部分だが，これらを上掲の単行本の各タイトルと比較すれ

ば， 中身の見当がつくという点ではるかにわかりいい。雑誌の読者には，中身を読まずとも記事

の大よその内容が容易にうかがい知れるからだ 。

　ところが単行本の場合には，上掲の通り各篇の副題はおろか，表紙にも扉にも副題は添えられ

なかった。それは，ロンドンの意向に反することであ った。これには，Ｔ１加Ｒｏ〃がロンドンの

他の著作の売れ行きに悪影響を及ぼすのではないか，との出版社マクミランのＧ ・Ｐ ・ブレット

の懸念が強く働いていたと見るのが妥当なようである。１９０７年３月７日付のフレソト宛ての書簡

の書きだしでロンドンは ，

　Ｉｎ　ｒｅｐ１ｙ　ｔｏ　ｙｏｕｒｓ　ｏｆ　Ｆｅｂｒｕａｒｙ２８Ｎｏ，１ｆ　ｙｏｕ　ｐｕｔ　ｂｅｆｏｒｅ　ｍｅ　ｇｏｏｄ　ｅｖ１ｄｅｎｃｅ　ｔｈａｔ　ｔｈｅ　ｐｕｂ１ｌｃａ －

ｔ１ｏｎ　ｏｆ　Ｔ加Ｒｏ〃 ｗｏｕ１ｄ　ｂｅ１１ｋｅ１ｙ　ｔｏ　ｄａｍａｇｅ　ｔｈｅ　ｓａｌｅ　ｏｆ　ｍｙ　ｏｔｈｅｒ　ｂｏｏｋｓ， １ｔ　ｗｏｕ１ｄ　ｎｏｔ　ａｆｆｅｃｔ
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ｙｏｕｒ　ｒｅａｓｏｎｓ，Ｉ　ｔｈｍｋ　Ｉ　ａｐｐｒｅｈｅｎｄ　ｔｈｅｍ　Ａｎｄ　ｗｈ
１１ｅ１ｔ１ｓ　ｐｏｓｓ１ｂ１ｅ　ｔｈａｔ］ｕｓｔ　ｍｍｅｄ１ａｔｅ１ｙ　ｔｈｅ

ｓａ１ｅ　ｏｆ　ｍｙ　ｏｔｈｅｒ　ｂｏｏｋｓ　ｍ１ｇｈｔ　ｂｅ　ｓ１１ｇｈｔ１ｙ　ｄａｍａｇｅｄ，Ｉ　ｂｅ１１ｅｖｅ　ｕ１ｔｍａｔｅｌｙ　ｔｈｅｒｅ　ｗｏｕ１ｄ　ｂｅ　ｎｏ

　　　　　　　　　１４）
ｄａｍａｇｍｇ　ｅｆｆｅｃｔ　ａｔ　ａ１１

と， ブレ ットの懸念を強く打ち消している。そしてその根拠としてロンドンが主張したのは ，

　Ｉ　ｈａｖｅ　ａ１ｗａｙｓ　ｍｓ１ｓｔｅｄ　ｔｈａｔ　ｔｈｅ　ｃａｒｄｍａ１１１ｔｅｒａｒｙ　ｖ１ｒｔｕｅ１ｓ　ｓｍｃｅｒ１ｔｙ，ａｎｄ　Ｉ　ｈａｖｅ　ｓｔｒ１ｖｅｎ　ｔｏ

１ｉｖｅ　ｕｐ　ｔｏ　ｔｈｉｓ　ｂｅ１ｉｅｆ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（５８５）
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　Ｉｆ　Ｉ　ａｍ　ｗｒｏｎｇ　ｍ　ｔｈｅ　ｆｏｒｅｇｏｍｇ
，１
ｆ　ｔｈｅ　ｗｏｒ１ｄ　ｄｏｗｎｓ　ｍｅ　ｏｎ１ｔ，Ｉ’１１ｓａｙ

‘‘

Ｇｏｏｄ　ｂｙｅ，ｐｒｏｕｄ

ｗｏｒ１ｄ ”ｒｅｔ１ｒｅ　ｔｏ　ｔｈｅ　ｒａｎｃｈ　ａｎｄ　ｐ１ａｎｔ　ｐｏｔａｔｏｅｓ　ａｎｄ　ｒａ１ｓｅ　ｃｈ１ｃｋｅｎｓ　ｔｏ　ｋｅｅｐ　ｍｙ　ｓｔｏｍａｃｈ　ｆｕ１１

　　　　　　　　　　１５）
ａｎｄ　ｓｔｒｅｎｇｔｈ　ｍ　ｍｙ　ｂｏｄｙ

であ った。すなわち，事実を書いたこと，誠実をモットーとしてきたこと ，そうした自分の信念

が受け容れられないようなら，隠退して農業に勤しむ決意まで表明しているのである。しかしな

がら，その結果はブレ ットの予想通り芳しくなかった。なるほどロンドン自身は，タヒチのパ ー

ピエイテイからの書簡（１９０８年１月１６日付）でブレ ットに宛てて

Ｉｎ　ｔｈｅ　ｌａｓｔ　ｍａ１１Ｉ　ｒｅｃｅ１ｖｅｄ　ｑｕ１ｔｅ　ａ　ｍｍｂｅｒ　ｏｆ　ｃ１１ｐｐｍｇｓ　ｏｆ　ｒｅｖ１ｅｗｓ　ｏｆ　Ｔ加Ｒｏ〃，ａｎｄ　ｔｈｏｕｇｈｔ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１６）ｆｒｏｍ　ｔｈｅｍ　ｔｈａｔ　ｔｈｅ　ｂｏｏｋ　ｗａｓ　ｂｅｍｇ　ｍｏｓｔ　ｆａｖｏｒａｂ１ｙ　ｒｅｃｅ１ｖｅｄ

と書いてはいるものの，仮に評者に好評されたからといっ て， 売れ行き自体もそれに合わせて伸

びるとは限らない。第一 １〉；舳Ｙｏｒ尾乃舳５ ８〃肌伽ツＲ〃舳げ３ｏｏ尾５に掲載の，次のような

（第１作についての）書評も見つかるのである 。

　‘‘Ａ　ｍａｎ　ｗｈｏ　ｈａｓ　ｒ１ｓｅｎ　ｆｒｏｍ　ｔｈｅ　ｓｔａｔｕｓ　ｏｆ　ａ　ｃｏｍｍｏｎ　ｔｒａｍｐ　ｔｏ　ｔｈａｔ　ｏｆ　ａ　ｓｕｃｃｅｓｓｆｕｌ　ｎｏｖｅ１１ｓｔ

ｄｅｓｅｒｖｅｓ　ｍｕｃｈ　ｃｒｅｄ１ｔ，ａｎｄ　ｓｈｏｕ１ｄ　ｂｅ　ｐｒｏｕｄ　ｏｆ　ｈ１ｓ　ａｃｈ１ｅｖｅｍｅｎｔ　Ｊａｃｋ　Ｌｏｎｄｏｎ１ｓ　ｅｖ１ｄｅｎｔｌｙ

ｐｒｏｕｄ　ｏｆ　ｈ１ｓ　ａｃｈ１ｅｖｅｍｅｎｔ，ｆｏｒ　ｈｅ１ｓ　ｎｏｗ　ｅｘｐ１０１ｔｍｇ　ｈｌｓ　ｅｘｐｅｒ１ｅｎｃｅｓ　ｍ　ｔｈｅ‘ｕｎｄｅｒｗｏｒ１ｄ’ｍ　ａ

ｗｅｌ１－ｋｎｏｗｎ　ｍｏｎｔｈ１ｙ　ｍａｇａｚｍｅ，（‘Ｍｙ　Ｌ１ｆｅ　ｍ　ｔｈｅ　Ｕｎｄｅｒｗｏｒｌｄ
，’

Ｃｏ閉ｏクｏ〃伽
，）ｂｕｔ　ｔｈｅｒｅ１ｓ　ｎｏ ・

ｔｈｍｇ　ｏｆ　ｍｏｄｅｓｔｙ　ｍ　ｈ１ｓ　ｐｒ１ｄｅ　Ｈｅ　ｇ１ｏｒ１ｅｓ　ｍ　ｔｈｅ　ｆａｃｔｓ　ｔｈａｔ　ｈｅ１１ｖｅｄ　ｂｙ　ｂｅｇｇｍｇ，ｓｔｏ１ｅ　ｒ１ｄｅｓ　ｏｎ

ｔｒａｍｓ　ａｎｄ　ｗａｓ　ｓｋ１１１ｆｕ１ｍ　ｅ１ｕｄｍｇ　ｔｈｅ　ｐｏｌ１ｃｅ　Ｔｈｅｓｅ　ｍｅｍ０１ｒｓ　ａｒｅ　ｃｅ討ａｍ１ｙ　ｎｏｔ　ｐｒａ１ｓｅｗｏｒｔｈｙ
，

ａｎｄ　ｗ１ｎ， Ｉ　ｔｈｍｋ　ｄｅｔｒａｃｔ　ｆｒｏｍ　ｈｌｓ１１ｔｅｒａｒｙ　ｒｅｐｕｔａｔ１ｏｎ　Ｉｔ１ｓ　ｄｅｐｌｏｒａｂ１ｅ　ｔｈａｔ　ｈｅ　ｓｈｏｕ１ｄ　ｓｏ　ｆａｒ

　　　　　　　　　　　　１７）ｄｅｂａｓｅ　ｈ１ｓ　ａｒｔ
’’

Ｅ　Ｆ　Ａｌｌｅｎ

と， ロンドンの無節操ぶりを手きびしくたしなめ，その芸術をはなはだしく低下させるものだと
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１８）
の酷評なのである。また，彼の親友の１人Ｇ ・スターリングにさえ不評だ ったことを付言して

おく 。ジ ョウン ・ロントンによれは，“丁肋Ｒｏ〃 ｗａｓｒｅ１ｅａｓｅｄｔｏａｎｍｄ１丘ｅｒｅｎｔｐｕｂ１１ｃ　Ｂｒｅｔｔ
’ｓ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１９）ｊｕｄｇｅｍｅｎｔ　ｈａｄ 　ｂｅｅｎ　ｃｏｒｒｅｃｔ　Ｔｈｅ　ｂｏｏｋ 　ｄ１ｄ 　ｎｏｔ　ｓｅ１１ｗｅ１１，　
’’ と， Ｇ・ Ｐ・ フレ ソトの懸念通り ，

珊３ Ｒｏ〃は大して売れなかった 。

　今見たいくつかの懸念 ・書評 ・不評から，当時の思潮が浮かびあがってくる。中身の詳細な検

討についてはのちに譲るとして，今日的視点からは，当時の一般読者層の傾向の一端を知るため

の歴史的言正言であるとは言えよう 。

　先に少し触れたが，各篇の雑誌掲載順と丁加Ｒｏ〃における収録順が多少異なっ ている点に

ついて補足しておきたい。便宜上丁加Ｒｏ〃収録順の番号で雑誌掲載順に並べかえると，¢　

＠　＠＠¢＠　となる。少なくとも単行本では，エチ ュレインが

Ｍｏｓｔ　ｏｆ　ｔｈｅ　ｎｍｅ　ｓｅｃｔ１ｏｎｓ　ｏｆ　Ｔ１加Ｒｏ〃ｄｅａ１ｗ１ｔｈ　ｅｎｏｕｇｈ　ｓｐｅｃ１丘ｃ　ｍｃ１ｄｅｎｔｓ　ｔｈａｔ　ｔｈｅｙ　ｃｏｕ１ｄ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（５８６）



　　　　　　　　　　　　　　Ｊ．Ｌｏｎｄｏｎ，丁加Ｒｏ〃を読む（辻井）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２０）ｈａｖｅ　ｂｅｅｎ　ａｒｒａｎｇｅｄ　ｃｈｒｏｎｏ１ｏｇｉｃａ１１ｙ　ｔｏ　ｇｉｖｅ　ｔｈｅ　ｆｕ１１ｉｍｐａｃｔ　ｏｆ　ｈｉｓ　ｔｒａｖｅｌｓ

１８５

と指摘するように，ロンドンの行動を追った形での配列の仕方がなされていれば，もっと理路整

然として風通しもよかっただろう 。特にロンドンの辿った足跡を知る者にとっ ては，話があちこ

ちに飛ぶので紛らわしいことは確かだ。たとえば２篇めの「無賃乗車」は，オタワから「カナダ

太平洋鉄道で西へ向か」（ｐ．３５）う話であるから，最後の９番めとなるはずであるし，「しょっ ぴ

かれて」「刑務所」体験は，「２千人のルンペン」のあとで体験したことだからだ。３番めの「情

景」にしても ，刑務所体験後のことになる 。“１ａｃｋ　ｏｆ　ｕｍｔｙ
’’

（統一がとれていない）と指摘される

所以であろう 。せめて¢¢　＠＠　　　　の順であ ったなら，読者の受けとめ方もかなり

違っ ていたかも知れない 。

皿

　放浪体験を綴って雑誌掲載後には１冊にまとめたい，とのロンドンの思いは相当強かったよう

で， それはその集中的な仕事ぶりからもうかがえる。端的に言うと ，「デカ」以外の８篇は１９０６

年１２月から１９０７年１月の間，すなわち，わずかｉ二月卓ほどのうちに一気に執筆されているので

　　　　２１）
ある。年表から少し拾いだしてみると ，「告白」の執筆開始が１９０６年１２月１４日 ，脱稿が１２月２１日 。

「無賃乗車」は，１２月２９日に脱稿。「情景」は，１９０７年１月２日にはすでにかかっており ，１月５

日に脱稿。「しょっ ぴかれて」は，その同じ日に執筆開始，同月１７日にはもう『コズモポリタン』

に発送している。「刑務所」も１月１６日に発送。「夜を走るルンペンたち」は，１月２７日最終脱稿 。

ｒさすらい小僧と新米ルンペン」は，１月２１日の執筆開始で，２月１９日には発送。ｒ２干人のルン

ペン」は，１月３０日脱稿。恐るべき集中力というか，執念すら伝わってくる仕事ぶりなのである 。

　さて，外堀を埋める作業はこの辺にして，〃６Ｒｏ〃そのものを取りあげていこう 。本章では ，

この作品をユニークに仕上げている諸特徴を６点ばかりに絞って考察を進めてみたい 。

　まずは何といっ ても多彩かつ特異な登場人物には舌を巻く 。最初の「告白」の，ネヴ ァダ州は

リーノウの中年婦人やミート ・パイを頼張る男は，それ以後に登場するのが圧倒的にいわゆる
‘‘

ｍｄｅｒｗｏｒ１ｄ
’’

の人々であるだけに，「情景」に登場するペンシルウェイニア州ハリスハークの２

人の未婚婦人や「無賃乗車」に登場する「白髪まじりの慈悲深い英国人，その品のある妻，それ

に美しく若いフランス婦人」（ｐ．３７）とともに，ごく普通の中流階級を代表する人物像と見てよ

い。 彼らは，あらゆる意味で丁加Ｒｏ〃の読者（特に後年の）に対し平均的一般市民としての１

つの尺度を提供する数少ない人たちだからだ。さらには，物質的豊かさや今日の飽食日本　　日

本のほうがはるかに度外れだが　　を象徴的に映しだしている鏡のような存在として読むことも

可能だろう 。あとは，「告白」の老水夫，「無賃乗車」で命がけのやり取りや知恵比べをする制動

手・ 車掌 ・機関助手，「情景」のジプシーたち，「しょっ ぴかれて」「刑務所」の刑事や判事やイ

アリー郡刑務所での相棒や１３名の小頭たちがいる。特に数名の囚人たちの奇行は，真に迫るもの

がある。ロンドン自身は ，

（５８７）
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　　　　　　ホール
　われわれの通廊には，社会のがらくたや汚物，かすやくずがいっ ぱいおり ，混乱が行き渡っていた

親譲りの役立たず，変質者，敗残者，精神異常者，混乱をきたした頭，発作を起こす者，極悪非道な者 ，

虚弱者，つまりは人類の大変な悪夢だ。したがって，感情の激発がはなばなしく起こっ た。（ｐ．１２５）

と， えらく大げさな書き方をしているように思われるが，加賀乙彦もその名著で ，

　すでに文献で知っていた，さまざまな拘禁ノイローゼをここで観察しえた。とくに多く出会ったのは爆

発反応であ った。トイソでは懲治場爆発（Ｚｕｃｈｔｈａｕｓｋｎａ１１）とよはれ，フランスでも監獄の暴行発作
（ＣｒｉＳｅ　ｄｅ　ＶｉｏｌｅｎＣｅ）とよばれた状態で，囚人は壁や扉を乱打し，房内の器物をこわし，看守の制止もきか
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２２）
ず叫び，あばれまわる。ときには，ガラスの破片で自分の体をひっかいて血まみれになっ たりする 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２３）
をはじめ，「独居房は妄想の培養基といえる」とか，その他ロンドンの記述を裏書きする言葉を

いくつも残している。ロンドンの場合にはさらに，具体的に数名の囚人が細かく取りあげられて

いる。すなわち，「二十歳くらいの白黒混血の美男子」（ｐ１１９）「ロウウァー・ ジャソ クという平

の小頭」（ｐ．１２５）「１８歳ぐらいの若いオランダの少年」（ｐｐ．１２６－７）「変わ った人物」（ｐｐ．１２７－１３０）

といっ た囚人たちで，彼らにまつわるにわかには信じかねるほどの暴力 ・麻薬 ・発作 ・奇行 ・幻

覚症状が報告されている。「夜を走るルンペンたち」では，「３千マイル（約４，８００キロ）に及ぶ鉄

道でカナダを横断し」（ｐ．１３１）ながらもついにはでくわすことのなかったスカイスル ・ジャッ ク

なるルンペンのこと ，ルンペンのあだ名のオン ・パレード，ワイオミング州エヴ ァンストンの酒

場の主人とのやり取り ，カウンスル ・ブラ ッフスの巡回酒場でみじめな夜を共に過ごしたスウェ

ーテン人。「さすらい小僧と新米ルンペン」の冒険野郎たち　　さすらい小僧たち。「２千人のル

ンペン」では，ケリー軍が行く先々で演じる人々とのやり取りや「人材は，２千人のルンペンの

中からいくらでも探りだせる」（ｐ１９０）の具体例　　野球チーム ・政治演説 ・宗教音楽会 ・歯医

者・ 歌と踊り等々　　には暗さなどまるでなく ，特に１０名の隊員たちの動向には一種壮大なスペ

クタル映画を観る趣がある。最後の「デカ」にも ，激しいやり取りをしたり追跡をする制動手や

梶棒で殴りかかってくるニューヨークのデカ等が登場する 。

　何と多種多様な人々との遭遇であろう 。彼らの大多数は，いわゆるこく普通の平均的市民では

ない。しかも ，小説や芝居に見る架空の登場人物ではなく ，ロンドン自身が直接出会ったり見聞

した人はかりなのだ。それだけに，当時の　般読者の受ける衝撃や不快感は想像を絶するものが

あっ ただろう 。

　第２点めに，スラングの多用も大きな特徴の１つである。単にそうした俗語表現を順に羅列し

てもあまり意味はないので，主な項目を立てて整理してみることにしよう 。

¢　ルンペンおよびそれに類する呼称に関するもの

ｔｒａｍｐ－ｒｏｙａ１（高級浮浪者）

ｇａｙ－ＣａｔＳ（新米ルンペン）

ｐｒｏｆｅｓｈ（ベテラン）

ｈｏｂｏｅｓ（放浪しながら時々は働く）

ｔｏｕｇｈ（乱暴者）

ｓｍｏｕｄｇｅ（ごろつき）

Ｓ廿Ｏｎｇ　ａｍＳ（暴力用心棒）

ｐｕｎｋｓ（ちんぴら）

ｂｌｏｗｅｄ－ｍ－ｔｈｅ－ｇ１ａｓｓ（本物）

ｓｔｉｆｆ（ルンペン，浮浪者）

ｂｍｄ１ｅ－ｓｔ１ｆｆ（渡り鳥　仕事をする浮浪者）

（５８８）



　

　

　ｓｈａｃｋ（ｂｒａｋｅｍａｎ）（制動手）

　ｊｅｒｋ（ローカル糸泉）

　ｄｅｃｋｓ（屋根）

　ｄｅｃｋｍｇ　ｈｅｒ（列車の屋根に乗る）

　ｇｕｎｎｅ１（腕木棒）

　ｃｒｏｓｓ－ｒｏｄ（父差機）

　ｒＯｄ（鉄組の桟）

¢　警察に関するもの

　Ｊｏｈｎ Ｌａｗ（サツ）

　ｐｍｃｈｅｄ（しょっ ぴかれて）

　Ｈｙ－ｃｏｐ（刑事）

＠　刑務所に関するもの

　丘ｖｅ－ｓｐｏｔｓ（５年の懲役）

　ｈａ１１（通廊）

　１ｏｃｋ－ｓｔｅｐ（密集行進）

　　窃盗 ・強盗に関するもの

　ｇｅｔ－ａＷａｙ（ずらかり）

　ｇ１ａｈｍ（かっぱらう）

　ｐｍｃｈｅｓ（パクる）

　　　　　　　　　　　　Ｊ ．Ｌｏｎｄｏｎ，丁加Ｒｏ〃を読む（辻井）

ｐｒｕｓｈｕｎ（浮浪児…浮浪者に代わ って物乞いをする浮浪児）

　物乞いに関するもの

ｂａｔｔｅｒｅｄ（叩いて物乞いをした）　　　　　　ｈａｎｄ－ｏｕｔ（お恵み）

ｓ１ａｍｍｍｇ　ａ　ｇａｔｅ（門を叩いた）　　　　　　 ｔｈｒｅｗ　
ｈｉｓ　ｆｅｅｔ（乞食をする）

ｔｕｍｅｄ　ｄｏｗｎ（断わられた）　　　　　　　　ｂａｔｔｅｒｍｇ　ｏｎ　ｔｈｅ　ｄｒａｇ（街頭での物乞い）

　食べることに関するもの

ｓｃｏ舶ｎｇｓ（飯）　　　　　　　　　　　　Ｊａｖａ（ｃｏ丘ｅｅ）（ジヤワ）

ｐｏｋ
ｅ－ｏｕｔ（食い物）　　　　　　　　　　　ｈａｎｄ－ｏｕｔｓ（食べ物）

ｓｅｔ－ｄｏｗｎ（ちゃんとした食事）　　　　　　 ｐｕｎｋ（パン）

ｍｕ１１ｍｇａｎｓ（マリンカーシチ ュー）　　　　　 ｃｈｅｗｉｎ’ｓ（食い物）

　睡眠に関するもの

ｋｉｐ，ｄｏｓｓ，ａｏｐ，ｐｏｍｄ　ｙｏｕｒ　ｅａｒ（いずれも ，「眠る」）

Ｈｏｐｐｍｇｓ（寝くら）　　　　　　　　　　１‘‘ｋ１ｐｐｍｇｐ１ａｃｅ（寝床）

　金銭に関するもの

１ｉｇｈｔｐｉｅｃｅ（小銭）　　　　　　　　　　　ｄｒａｇ（リベ ート）

ｔｗｏ－ｂｉｔｓ（２５セント）　　　　　　　　　　 ｏｎｔｈｅ‘ｈｏｇ’（文なしで）

　鉄道に関するもの

Ｈｏ１ｄｍｇ　ｈｅｒ　ｄｏｗｎ（鉦賃乗車）　　　　　　 ｃｏｎ（車掌）

ｄｉｔｃｈ（ほ っぽり出す）　　　　　　　　　　 ｓ１ｄｅ －ｄｏｏｒ　Ｐｕ１１ｍａｎ（貨車）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｂｏｘ－ｃａｒ（有蓋貨車）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｛ａｔ－ｃａｒ，ｇｏｎｄｏｌａ（長物車）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｈｉｔ　ｔｈｅ　ｔｉｅｓ（線路を歩いていく）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｂｌｍｄ（貨物車の端）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｄｏｕｂ１ｅ－ｈｅａｄｅｒ（重連）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｈｉｔｔｈｅｇｒｉｔ！（降りろ！）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｃｕｔ（切り通し）

ｂｕ１１ｓ（デカ）

ｓｏａｋｅｄ（こっ ぴとく罰せられる）

ｐｕｓｈ（模範囚）

ｈａ１１－ｍａｎ（小頭）

１ｏｎｇ－ｔｉｍｅｒｓ（長期服役組）

ｇｏｉｎｇｔｈｒｏｕｇｈ（ぶんどり）

ｒｏｌｌｍｇ　ａ　ｓｔ１ｆｆ（仏を転がす）

ｇｅｔ－ａＷａｙＳ（とんずら）

１８７

（５８９）
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＠卑語の類
　ｓｏｎ－ｏｆ－ ａ－ｇｍ（こいつめ）

　ｂ１ａｎｋｅｔｙ－ｂ１ａｎｋ－ｂ１ａｎｋ（野郎め）

＠　その他

ｃｒｉｍｐｙ（めちゃ 寒く）

ｍｕｓｈｍｇ（いかがわしい商冗）

ｍｕｓｈｅｒ（ペテン師）

ｍｅａｔ（心の糧）

　　　ほくち
ｐｍｋ（火口）

ｈａｓ　ａ
‘‘ｐｕ１１

’’

（顔がきく）

ｏｒｙｉｄｅ（のんべえ）

ｍａｍ
－ｄｒａｇ（目抜き通り）

ｓｈｕｐｅｒｓ（ジ
ョソ
キ）

ｍＯｎｉＣａ（あだ名）

ｙｏｕ　ｓｏｎ　ｏｆ 　ａ　ｔｏａｄ（このくそ ったれめが）

ｄｕｃｋｓ（やつら）

ｋｉｂｏｓｈ（台なし）

ＣＯｎｇａｍｅ（ペテン）

Ｂｒｅａｋｈｅｒｏｕｔ（錨を上げろ）

Ｉｎｗｉｔｈｈｅｒ！（錨を引 っぱりこむんだ！）

ｍａｍ－Ｓｔｅｍ（目抜き通り）

ｏｖｅｒ
‘ｔｈｅｈｉ１１’（「峠」を越えて）

ｐｕｔ　ｔｈｅ‘ｋｉｂｏｓｈ’ ｏｎ（～をつぶす）

ｋ１ｃｋｓ　（革化）

ｓｋｙ－ｐｉｅｃｅｓ（帽子）

　以上１１項目ほどに分類してみたが，無論これで網羅できたわけではない。まだいくつも挙げら

れるかも知れない。が，Ｔ１加Ｒｏ〃の中で俗語表現がいかにふんだんに使用されているかを知る

には十分であろう 。こうした生きた俗語表現が，すでに見たさまざまな登場人物たちの間で躍動

感をもっ て口にされる場面は，それらの意味がすんなりと理解できるかどうかは別として，丁加

Ｒｏ〃ならではの迫力に満ちていることは確かである 。

　第３点めは，比職表現である。この点については過去にもロンドンの作品を取りあげた際に何

度か言及しているが，珊３Ｒｏ〃でもやはり看過するわけにはいかない。いわゆる直瞼だけでも ，

全体にわた って３０近くを数える。「がつがつする狼みたいに」や「猫を木に追いあげた犬みたい

に」（共にｐ５１）「虎のかぎ爪の　撃のようなすはやさで」（ｐ１１１）「オオシカの喉にかみついた狼

みたいに」（ｐ．１８０）等々は，ロンドンー流の瞭え方で，いわば常套手段ともなっ ているものだ 。

が， 次のような場合はどうだろう 。

少年は跳ねまわったり悲鳴をあげたり体を折り曲げ，しまいには糸で動く何やら異様なあやつり人形と言

ってもいいようであ った。（ｐ．７４）

「通廊」というのは，廊下ではない。レンガでできた，６階建ての，各階に１列の小室，つまり ，５０の小

室が１列になっ ている長方形の立方体を思い描いてみれはいい　　要するに，で っかい蜂の巣の立方体を

思い描いてみるといい。（ｐ．９５）

３分かかって，１８歳のうぶ毛が私の顔からすり落とされ，私の頭はいが栗頭の荒毛の生えかかっている玉

突きボールみたいにつるつるになる 。（ｐ．１００）

私は危なっ かしい状況にあ った。両足の先っぽを幅の狭い突出部にのせ，両掌を平らで切り立った両貨車

の端に必死で押しあてて，立っていたのだ。しかも ，両貨軍はそれぞれに，上下前後に動く 。サーカスの

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（５９０）
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騎手が，走る２頭の馬の背に片足ずつ置きながら立っているのをごらんになっ たことがあるだろうか？

多少の違いはあ っても ，また，そういうことを私もや っていたわけだ。サーカスの騎手にはつかまる手綱

があるが，私には何もない。騎手は足の裏を広く使って立っていられるが，私は足のへりで立っている 。

騎手は両脚と体を曲げ，姿勢をぐっと丸くして体を強め，安定した低い重心が得られるのに，私は直立し

て両脚をまっすぐにしたままでいなければならない。騎手は前方を向いているが，私は横向きに乗ってい

る。 おまけに，騎手は落馬してもおがくずに転がりこむだけだが，私のほうは落ちていれば軍輪にひかれ

てずたずたになっ ていただろう 。（ｐｐ．２２３－４）

ジプシーの長いむちに打たれる少年の様子，刑務所の内部構造，刑務所内での散髪の様子，そし

て貨物列車に無賃乗車した際の危険性を瞼えて述べたものだが，そのような場に居合わせたり体

験をしたりしたことのまずない　般読者にとっ ては，想像力を働かせるうえできわめて有効な職

え方と言えるだろう 。とりわけサーカスの騎手と２頭の馬の背の瞼えは，読者に最も鮮烈な印象

を与えるものと言えるだろう 。

　第４点めには，イラスト写真の効用を挙げたい。口絵も含め合計４８枚ものイラスト写真が入 っ

ているのである。ロンドンの他の著書にも写真やイラストを配したものは数多いが，すべて１ぺ

一ジ大で４８枚も使用している作品となると ，見あたらない。大小にかかわらず枚数の点だけから

すれば，『どん底の人びと』（丁加Ｐ。。帖げ伽Ａ伽
。， １９０３）や『太古の呼び声』（Ｂ伽“〃肌

１９０７）などがその筆頭格に挙がるだろうが。いずれにせよ ，一般の読者が経験し得ないような ，

あるいは多分に想像を必要とする内容の作品ばかりである。少しでも読者の想像力を補えたら ，

との配慮が伝わ ってくる。特に〃６Ｒｏ〃の場合は懇切丁寧で，ロンドン自身もブレ ット宛て

の書簡（１９０８年１月１６日付）で

　Ｉ　ｃａｍｏｔ　ｔｅ１ｌ　ｙｏｕ　ｈｏｗ　ｍｕｃｈ　Ｉ　ａｐｐｒｅｃ１ａｔｅ　ｔｈｅ　ｓｐ１ｅｎｄ１ｄ　ｗａｙ　ｍ　ｗｈｌｃｈ　ｙｏｕ　ｂｒｏｕｇｈｔ　ｏｕｔ　Ｔ加

Ｒｏｏ〃Ｉ１ｉｋｅ　ｔｈｏｓｅ　ｐｈｏｔｏｇｒａｐｈ　ｉ１１ｕｓｔｒａｔｉｏｎｓ　ｖｅｒｙ　ｍｕｃｈ， ａｎｄ　ｗａｓ　ｇ１ａｄ　ａ１ｓｏ　ｔｏ　ｓｅｅ　ｔｈａｔ　ｙｏｕ　ｉｎ－

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２４）ｃ１ｕｄｅｄ　ｔｈｅ　ｄｒａｗｍｇｓ　ｆｒｏｍ　ｎ６Ｃｏ舳ｏクｏ〃伽

と， その仕上がり具合にすこぶる満足している。そこで，４８枚すべてとまではいかないまでも ，

筆者の独断でそのうちの６枚だけを選んで原寸大でお目にかけてみたい。なお，各イラスト写真

に付いているキャプシ ョンも原本通りである 。

（５９１）
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（竃灘苧賦婁二鳩１ち紘鳩葦君で３ 私は立ちあがつて・列卓を６糀こわた つて歩く
。）

このちょうど８倍の数のイラスト写真が配されているとなれは ，‘‘ｍｄｅｒｗｏｒ１ｄ
’’

の部分も多少は

見えてこようというものである 。

　第５点めは，冊３Ｒｏ〃に特有の表現が見いだされる点である。まず目につくのは，「覚えて

いない」「忘れた」といっ た類いの表現が散見される。本稿の冒頭に引用した書きだし文からし

て独特な書き方で，ここにも「あいにく彼女の名前を先ら去∴し，ましてや現住所もわからな
じ・

」（傍点筆者）が含まれている。このほかにも ，「どんな説明をしたのかさっ ぱり思いだせず」

「…今日までわからない」（共にｐ．８６）「私の記憶に問違いがなければ」（ｐ．１５５，ｐ．２１３）「私の言葉

を信用してもらいたいのだが」（ｐ．１７８）「私の思い違いでなければ」（ｐ．２１４）なども見える。これ

らの表現は，一見無定見な姿勢を露呈していそうで，その実妙に真実味を感じさせる効呆を生ん

でいる。第１章で概略を辿ってみたように，ロンドンの放浪の足跡は逆にあれほど詳細に日記に

書き残しておかねばならないほど長く複雑なものであ った。その折ごとに書きつけた日記にすら

誤りが散見できるほどだから，のちにその日記を頼りに綴っていっ た放浪記にこうした表現が現

われたとしても決して不自然ではない。むしろそれらは，他の記述にはうそ偽りがないことを暗

示するものとさえ言えるだろう 。

　次に，自分の才覚に揺るぎない自信と誇りを込めた表現が明らかに見てとれる点である。その

数は，全体で１４，５ヵ 所に及ぶ。ｒ誰にも負けない腕を持っているにもかかわらず」ｒ…というの

が私のかたく信じているところだが」（共にｐ．９）といっ た言いまわしが「告白」の初めあたりか

ら顔をのぞかせる。ほかにもいくつか拾ってみると ，

俺は，体力と機敏さと若さに恵まれているじゃないか（私は１８歳で，健康状態は申し分がなか った）。 それ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
トランズ ・ロイアル

に， 俺には「ガッツ」があるじゃないか。しかも，俺は高級浮浪者ではないのか。こいつら浮浪者にした

って，俺と比べりゃ単なる青二才で，「新米ルンペン」で，素人じゃないか。（ｐｐ．４０
－１）

それで，ちょっとここで言っておこうと思うのは，若くて元気な浮浪者だけが旅客列車の屋根に乗れると

いうことであり ，そのうえ，その若くて元気な浮浪者には同様に度胸がないとだめだ，ということである 。

（Ｐ．４６）

たまたま私は融通性に富んだ人間であり ，ほとんどどこであろうと適応していくだけの生活についての理

解力を身につけていた。（ｐｐ．９２－３）

お粗末なニュー・ イングランドの「ローカル線」のうす汚い制動手ごときに，生き生きとした力強い言葉

づかいで負けてなるものか。（ｐ．２１２）

といっ た調子だ。筆の走りすぎとも受けとめられかねない表現である。事実，すでに取りあげた
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２５）
通り ，「誇りに謙虚さがまるで感じられない」との辛口批評も見受けられるが，一般の市民が普

通には見聞できないようなさまざまな事実をこの目と耳でしかと見聞してきたのだ，との熱い思

いが自信や誇りとなっ て表出したものと考えられる 。

　さらには，暴力を描かせたらロンドンの右に出る者はいないと言われるロンドンだが，当然の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（５９６）



　　　　　　　　　　　　　　　Ｊ．Ｌｏｎｄｏｎ，丁加Ｒｏｏ４を読む（辻井）　　　　　　　　　　　　　１９５

ことながら珊６Ｒｏ〃にもそうした真に迫る場面　　　「有蓋貨車の中や水槽のそはや刑務所の

独房の中で，血なまくさい虐待の話の数々」（ｐ５５）　　を扱う描写に満ちている。ジプシーの

群れの長から２人の少年と女性が受ける残酷なむち打ちや，２０歳ぐらいの白黒混血の美男子に８

名の小頭が寄ってたかって行なう仕置のことなどは，すぐに思い浮かぶ好例であろう 。それらは ，

ロンドンが発揮する真骨頂と言っていい 。

　最後に第６点めの特徴としては，どちらかと言えば暗く深刻な題材を扱っているにもかかわら
ず， すなわち，「過酷な状況下にありながら，重くのしかかってくるような暗さは不思議と読み

とれない」（ｐ２３７）点である。ロンドン自身が，「さすらい小僧と新米ルンペン」の冒頭でこう

書いている 。

私が浮浪者になっ たのは　　まあ，私の中にある活力，私をじっとさせてはおかないわが放浪癖のためで
　　　　　　　　　ザ

・ロウド

あっ た。（中略）私が「放浪に出たのは，避けられなかったからだし，自分のズボンに汽車賃がなかった

からだし，一生「単調に」働けない質だ ったからだし，　　まあ，放浪に出ないよりは出るほうがたやす

かっ たからにすぎない。（ｐ．１６２）

いわばゲーム感覚の放浪だったのであり ，そのことを証明する文言には事欠かない。「物乞いを

楽しい奇行と見なしていたこの私」（ｐ．２５）「弁解はしない。恥ずかしいとは思っていないからだ 。

私を彼女の戸口へと導いたのは，若さであり ，生きる喜びであり ，経験に対する強い関心だった

のだ」（ｐ．２９）「私には無限の若さがあ って，２日間待つなんてとてもできないだろう」（ｐ．３１）

「若さの楽天主義」（ｐ．５７）のロンドンと制動手の知恵比べ（「無賃乗車」全体）「たぶん浮浪者生活

の最大の魅力は，単調なところがないことだろう」（ｐ．６３）「放浪の魅力がいっ そう傲然と私を捕

らまえるのだ った」（ｐ．１６９）等々。最後にもう１例 。

強盗を働くことは男らしく ，施しを乞うことはあさましく卑劣であ ったのだ。ところが，誠たしかに，短

期問で施しを乞う腕をあげたものだから，ついには物乞いを楽しいいたずら，知恵くらべ，度胸をつける

ものと見なすようになっ た。（ｐ．１７１）

以上が主なものだが，「楽しい」「放浪癖」「若さ」「単調でない」「知恵くらべ」といっ たキー・

ワードが浮かびあがる。これらの言葉に暗さの気配はみじんも感じられない。筆者なりにつなぎ

合わせれば，“楽天主義の若さが放浪癖にあと押しされて，シビアな知恵くらべを要する単調で

はない放浪の旅に出た”とでもなろうか。そうしたロンドンのゲーム感覚を育んだ土壌が，第１

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゲ　　ー　　ム
章の冒頭で見た時代状況と彼の環境とのかかわりであ った。ｒ人生は駆け引きだ」（Ｐ２０７）が ，

幼い頃から身に染みついていた彼ならではの放浪観である。無論，時代の息吹も行問に感得でき

る。 Ｆ・ フェイエソトも ，その興味ある著書の中で次のように述べている 。

『ザ ・ロード』におけるロンドンの文章全体の調子は，あくまで肯定的で楽天主義的である。経済構造の

告発としてのホーボーの苦境について語っている個所でさえ，その感じがある。ロンドンの作品を貫いて

いるのは，彼自身の性格からくる元気のよさや時代のもつ力だが，同時に，それは，たとえ修羅と泥沼に

はまっ た人，つまり打ちのめされたはずれ者たちでさえ，生きてさえいれば，いつか，よりよい日々がめ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（５９７）



１９６　　　　　　　　　　　　　　　立命館経済学（第４６巻 ・第５号）

ぐっ てくる，古いものを踏台にして新しい，よりよい社会が築けるのだという ，ロンドン究極の確信でも
　　２６）

ある 。

１Ｖ

　多少長くなっ たが前章では，冊３Ｒｏ〃の独自の仕上がりに寄与している特徴を６点はかり拾

いだして考察を進めた。（それらは諸刃の剣で，一方でロンドン独自の仕上がりを見せた半面，読者 ・評

者・ 出版社側の不評や懸念を惹起することにもなっ た。）では，それらの諸特徴を骨格にしながら，そ

の問から，あるいはその向こうから何が見えてくるのか，どんな訴えが聞こえてくるのか，本章

ではそのあたりを追究してみたい 。

　たしかに１６歳時あるいは１８歳時の若者時代の放浪体験記であり ，若さと楽天主義に支えられた

ものではあ ったが，Ｔ１加Ｒｏ〃はただそれのみに終始しているわけではない。もしもそのような

ものであ ったなら ，

　ジャッ ク・ ロンドンは，トランプあるいはホーボーのことをよく知り ，理解を示した。それをうかがわ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２７）
せることばで書いた，記憶に値する最初のアメリカ作家である 。

との評価を得ることもなかったであろうから 。

　そこでまずは，作家 ロンドンのｓｔｏｒｙｔｅ１１ｅｒ としての原点がこの放浪体験にあるという点から

見てみよう 。なるほど１５歳で牡蠣密漁群に身を投じたことも ，その翌年に密漁巡視官代理に任命

されたことも ，また１７歳でアザラシ狩り船『ソフィア ・サザランド』号に乗り組んで７ヵ月問日

本近海を航海したことも ，無論のちにさまざまな形で活かされたのは事実である。特に，３つめ

の航海体験が作家としての出発点となる記念碑的作品（
‘‘

Ｓｔｏ．ｙ　ｏｆ． Ｔｙｐｈｏ．ｎ　Ｏ丑ｔｈ．Ｃｏ。。ｔ　ｏｆ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２８）
Ｊ・ｐ・ｎ”）を生んだことは，過去に詳細に論じた通りである。しかしながら，その後の作家ロンド

ンの大きなバッ クボーンとなっ たものは，やはりこの放浪体験であ ったと言わざるを得ない。彼

は， その原点の１つを「告白」で次のように述べている 。

　軽くノッ クをし，それに答えた中年の婦人の優しい顔を見た時，触発されたかのように自分の語るべき

「話」が思い浮かんだ。乞食の成功はうまい話ができる能力しだいだ，ということをご承知おき願いたい 。

まず第１に，出会った瞬問に，乞食はそのえじきを「見て判断」しないといけない。あとは，当のえじき

特有の個性なり気性なりに受けるような話をしないといけない。（中略）準備の時間は，１分たりとも許

されない。電光石火のごとくえじきの性格を見抜き，急所をつくような話を思いつかないといけない。上

出来のルンペンは，芸術家でなけれはならない。創作は自然発生的で，即時でないといけない　　それと

も， 豊かな自分の想像力から選んだテーマに基づくのではなくて，ドアを開けた人の顔に読みとっ たテー

マに基つくのでないといけないのだ。（中略）この浮浪者時代の修業にこそ，物語作家としての私の成功

　　　　よ
の多くは拠っているのである。生きるよすがとなる食べ物を得るためには，もっともらしく聞こえる話を

しなければならなかったのだ。動かしえない必要から勝手口に立ち，短篇の技巧のあらゆる大家によっ て

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　リ　ア　リ　ス　ト
策定された説得力と誠実さが展開される。加えて，私を写実主義作家にしたのはわが浮浪者としての年季

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（５９８）



　　　　　　　　　　　　　　Ｊ．Ｌｏｎｄｏｎ，丁加Ｒｏ〃を読む（辻井）　　　　　　　　　　　　　１９７

　　　　　　　　　　　　　　　 リアリ
、ズム

奉公だった，とかたく信じている。写実王義というのは，勝手口で食い物と交換できる唯一の商晶なのだ 。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ストーリー　煎じ詰めれば，芸術とは申し分のない巧妙さにすぎないのであり ，巧妙さが数多くの「話」を作る

のだ。（ｐｐ．１６－７）

この話にうそ偽りはあるまい。良きにつけ悪しきにつけ，あれほど大量の「話」（短篇だけでも約

２００篇）を作りだしたことでもそれは首肯できよう 。臨機応変の対応をしなければ，乞食は勤ま
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　リアリズム
らなかったのだ。そうしたきぴしい現実を前に「写実主義というのは，勝手口で食い物と交換で

きる唯一の商品」であるという確信を得，それが彼のその後の生涯にわたる骨身にしみた哲学と

して定着することとなっ た。 この箇所は，まさに作家としてのロンドンの真髄がもろに表われて

いるところであろう 。

　ああ，１２年前，食卓にすわった当時の，あの２人の魅力あふれるすてきな婦人のことが，今も目に浮か

ぶ　　私は世の中を渡り歩いてきたさまを語り ，本物の威勢のいい男らしく ，２人の思いやりのある助言

なんか無視して，自分の冒険ばかりか，それまでつきあ ったり秘密を語りあ った他のあらゆる連中の冒険

話で，２人を感動させたのだ った 。（ｐｐ．６６－７）

もう１つ，横断列車の貨車の中で８０人を越すルンペンの問でもみくちゃにされたときのことを書

いている 。

　そのあとに起こっ たことは，註慮余睦森棲紬としそし
・る。まえそ脱穀機の中を通ったようだった。貨車

の端から端まであ っちへこっちへと ，森ふえじ・に打ちかわされた。その８０人のルンペンたちが私を振るい

捨ててしまうと ，わが痛めつけられた体は，何やら奇跡的に，休めるわらをちょっ ぴり見つけた。私は ，

陽気な仲間の中に加えられたのだ。その日はあと ，吹雪の中を貨車に乗って進み，暇つぶしに，１人１人

何か話をすることになっ た。 話はいい話でなければならず，しかも ，誰も聞いたことのない話でないとだ

めだ，という決まりだった。うまくいかなかった時の罰は，脱穀機だ。誰もしくじらなかった。私がここ

の場で言っておきたいのは，生まれてこの方あんなにすばらしい話をする道楽などやったことがないとい

うことだ。何しろ世のいたる所から来た男たちが８４人おり　　私が８５人目になっ た　　，各人が傑作を話

すのだ。傑作でないとだめなのだ。傑作でなければ脱穀機だからだ。（ｐｐ．１５４－５）＜傍点筆者＞

傍点を付したあたりは，皿章で取りあげた諸特徴の別の例でもあるのだが，この２つの引用箇所

を読むと ，ロンドンが躍起にな って話のネタを拾い集めたり ，また自らも話を生みだしていっ た

苦労が手に取るようにわかる。（しかもこうした努力は，放浪体験のあとでも続けられた。よく

知られているのは，この時から３年後の１８９７年（２１歳の時）にクロンダイク地方へのゴールドラ

ッシュに加わ った際，長いひと冬をヘンダースン ・クリークの小屋で過ごした時などを中心にさ

まざまな冒険談を仕入れたことである。）即興で人を納得させたりうならせる語りと内容を持ち

あわせなければ，にっちもさっちも行かない状況に追いこまれるわけだから，小説家の卵にとっ

てこれらに優る修業の場はなかったであろう 。そのような現実のなかで操まれ操まれしながら着

実に職業作家としての力量を身につけていっ たところが，作家ロンドンの原点であり強みでもあ

ろう 。

（５９９）
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　もう１つ見えてくるきわめて重要な点は，この放浪体験を通してロンドンが浮浪者の目でつぶ

さに社会の裏側を眺め，そこから社会の仕組みや経済構造などを見通した所産としての確固たる

信念に基づく発言を行なっ ていることである。ｒ告白」の中で，物乞いに行く先々でことごとく

断われた時の ，

　極貧者たちのところへ行 って，食べ物をもらわないといけないような気配になりだした。極貧者たちは ，

飢えた浮浪者が切羽詰まっ て確実に頼みにできる者なのだ。極貧者たちは，いつだって頼みにできる。飢

えた連中をはねのけたりなど決してしない。合衆国のいたる所で，丘あ夫き去会ふら １三金ぺ曲を拒まん走

ことがたびたびあ った。なのに，私がいつだって食べ物を受けとっ たのは，川の支流とか沼地のそばの小

さな掘っ建て小屋，それも ，こわれた窓がぽろ切れで詰めてあ ったり ，仕事で打ちひしがれたくたびれ顔

の母親のいる癌二壷そふ崖からなのだ。ああ，岩走ち義舎崖 よ！　貧乏人のところへ行って学ぶがいい 。

貧乏人だけが慈善家なのだから。彼らは，あり余っていて与えるのでもなけれぱ，与えずにおくというの

でもない。余分なものなど何もないのだ。彼らは自分たちのために必要なものから，それも ，大ていは自

分たちのために切実に必要なものから与えるのであり ，決して控えることはしない。犬に骨をやるのは慈

善ではない・慈善とは，犬同様に腹をすかしている時に，その犬と一緒に食べる骨なのだ。（ＰＰ．１１－２）

〈傍点筆者〉

と， 極貧者と中流以上の階層の者たちとを慈善を絡めて比較しているところや，例の２人の未婚

婦人に対し

　２人がくれた何杯ものコーヒーや卵や何口かのトーストに対して，こっちは十分な値打ちを提供した 。

もののみごとに，２人をもてなしたのだ。私がやって来て２人の食卓に着いたことが，２人の冒険であり ，

冒険というのは，とにかくきわめて貴重なものなのだ。（ｐ．６７）

に見てとっ た彼女らと浮浪者との落差などは，ロンドンが見た社会の裏側のまだほんの一端にす

ぎなかった。これがさらに進むと ，浮浪者の存在を肯定する発言にまで至る 。

　もしも浮浪者が合衆国から突然いなくな ったりでもしたら，大勢の家族が広範な不幸に見舞われること

だろう 。浮浪者がいるから，数千もの人々がまっとうな暮らしをし，子供を教育し，信 ・し・深くて勤勉な子

供を育てられるのだ。そうなのだ。かつて，私の父（養父ジ ョン ・ロンドンのこと）は巡査をしていて ，

生計のために浮浪者狩りをしたことがあ った。地域社会は彼の捕らえた全浮浪者に対し１人いくらで支払

い， おまけに父は，たしか，マイルあたりの旅費ももらっ た。 わが家では，やりくり算段がつねにさし迫

った問題であり ，食卓の肉の量，新しい靴，１日の外出，あるいは学校の教科書といっ たものは，浮浪者

を追跡する父の運に左右されていた。今もよく覚えているのだが，もの欲しさと不安を抑えながらも ，毎

朝、 父の則夜の苦労の結果がとうだ ったカ　　何名の浮浪者をしょっ ぴき ，有罪宣告の見込みはとうだ っ

たカ　　を待ち受けたものであ った。そんなわけで，のちに，浮浪者として，自分がある略奪目的の巡査

をうまくかわして逃げた時，その巡査の家にいる小さな子供たちのことを気の毒に思わずにはいられなか

った。ある意味では，自分がそれらの子供たちから多少よいとこ取りをやっているように思えたからだ 。

（ＰＰ．２０６－７）

と， 具体的に自分の家族まで引き合いに出しており ，これがいわゆる「トランプは「経済上の必

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（６００）
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　　　　　　　　２９）
要悪」という命題」の展開につながっていくのである 。

　こうした放浪体験のなかでも最も過酷で，その後のロンドンの人生観ないしはイテオロキーを

決定づけたものが，イアリー郡刑務所における３０日問の服役である。まずは逮捕 ・裁判 ・投獄に

至る不当な手続きに対する激しい憤りを聞こう 。

　陪審による裁判の権利はおろか，服罪か無罪申し立ての権利も奪われた茶番劇の裁判のあと ，こうして

刑に処せられたのだ。もう１つわが祖先たちが闘争目標にしたもの　　人身保護令状　　が，さっと私の

脳裏に浮かんだ。やつらに教えてくれん。けれども ，私が弁護士を呼んでくれと頼むと ，笑われてしまっ

た。 人身保護令状は結構だが，拘置所の外部の者と意思疎通もできないのに，そんなものが何の役に立つ

というのか？　 いや，やつらに教えてくれん。俺を永久に投獄しておくなんてできやしないのだから。ま

あ俺が出るまで待っていろ，それだけだ。やつらをびっくりさせてやる。俺は法律と自分の権利について

多少は知っているから，やつらの司法の失政を暴いてやる 。（ｐ．９０）

何から何まで納得のゆかない理不尽な司法側のやり方に対するロンドンのやり場のない怒りが，

ちょうど１３年後に『コズモポリタン』１９０７年７月号掲載の「しょっ ぴかれて」においてこうして

爆発したわけである。執筆開始は１９０７年１月５日だから，それでも体験時から１２年半も経ってい

るのに，これほどの怒りをあらわにできるのには，よほどの強い思いや恨みがあ ったからであろ

う。 こうした恨みつらみは，１ヵ 所だけにとどまらない 。

　私は，くよくよすることはなか った。３０日といっ ても ，そんなに長くはない。３０日間いて，出獄したら ，

強欲な司法の連中ども相手に莉用手乏つもりのデータのたくわえを増やすんだ。アメリカの少年机権利

や特権をこんなふうに踏みにじられた時に何ができるか，証明してやるんだ。自分は，陪審による裁判の

権利を奪われた。有罪を認めるか，無罪を申し立てるのかの権利も奪われた。裁判すら否定された（私が

ナイアガラ濠布で受けたのは，裁判とは考えられなか ったからだ）。 弁護士はおろか，誰とも話しあうこ

とも許されなかった。したがって，人身保護令状を請う権利も奪われたのだ。顔は剃られるわ，頭髪は坊

主刈りにされるわ，体には縞の囚人服を着せられた。パンと水で重労働させられ，武装した看守に見おろ

されながら恥ずかしい密集行進をやらされた　　またいっ たい何のために？　俺が何をしたというのか？

こんなにもひどい腹いせをされるなんて，俺がナイアガラ濠布の良民に対してどんな罪を犯したというの

か？　俺は，いわゆる「屋外で眠る」市条令を犯してもいない。あの夜は，町の管轄区外の郊外で眠った

のだ。食事の恵みを乞うたこともなければ，街頭で「小銭」をせびったのでもない。自分がや ったことと

いえば，町の歩道を歩いて，つまらない滝を見入っただけだ。なのに，そのことにどんな罪があるという

のか？　法的には何の軽罪も犯してなんかいない。よ一し，出獄したら，証明してやるんだ。（ｐｐ

１０６－７）＜傍点筆者〉

どうにも怒りはおさまらない。積年の悔しさに正義感も加わ って，たぎる血潮にあと押しされる

格好で吐きだされた思いと言える 。

　さらには，刑務所内に生き地獄を見たことは，われわれの想像を絶する強烈なインパクトを彼

に与えたに違いない。前章でも若干触れた，数々の服役囚の顔などはその代表格であるし，ほか

にも「１３名の人でなしが，５百名の人でなしを牛耳 っていた」（ｐ．１１７）具体的な事例は数多い 。

それでもなお，その恐ろしい

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（６０ユ）
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　虐待の詳細については，触れないことにする。要するに虐待というのは，イアリー郡刑務所の文字には

できないきわめて数少ない恐怖の１つにすぎなかったということだ。「文字にはできない」と言ったが，

公平に評すれば，「まっ たく考えられない」とも申さねばならない。この目で見るまで私にはまっ たく考

えられないことであり ，世問や人間の堕落した恐ろしいどん底といっ た点で，私は青二才ではなかった 。

イアリー郡刑務所の底まで達するには，重りをずいぶんと深く下ろさねばならないだろうが，私としては

そこで見たままの事どもの上っ面を少しだけ，しかもひょうきんにすくい取ってみせるしかない。（ｐｐ

１１７－ ８）

とまで述べているほどだから，その詳しい中身たるや凄惨を極めるものだったのだろう 。ただ ，

世人の知らない刑務所内の恐怖や暴力の実態をどうしても書きとめておきたい，知らしめたいと

の思いが，ペンで描きこめる限度ぎりぎりのところまで書きこませたのであり ，それが「刑務

所」なのである 。

　これまで見てきた放浪や服役体験を単に事実として写しとるにとどまらず，さらに資本主義体

制や社会経済システムの批判にも踏みこんだ点に〃６Ｒｏ〃の特色と意義がある。刑務所内で

の小頭たちの不正利得に言及して ，

　　　　　ホール
われわれは通廊内での経済上の支配者であり ，文明の経済支配者そ っくりの方法でごまかしをやらかした 。

囚人たちの食料供給を支配し，ちょうど外界にいる同業の悪党たちそ っくりに，人々に法外な金を支払わ

せるわけだ。われわれは，パンを方々にばらまいた。週に１度，中庭で働く連中は，５セントのかみタバ

コを受けとっ た。 このかみタバコは，この一国（刑務所という）の貨幣だ。（中略）そのうえわれわれは ，

ただ刑務所の外の先輩たちを手本にしたまでのことだ。だって彼らは，もっと大規模に，商人や銀行家や

実業家と体よく偽 って，われわれのや っていることと寸分違わぬことをや ったのだから 。（Ｐ．１１２）

ああ，まっ たくわれわれは狼だったのだ　　ちょうどウォール街で商売をしている連中みたいに。（ｐ

１１５）

刑務所全体が，通信線網におおわれていたのである。それで，通信系統を管理しているわれわれは，当然

のことながら，資本主義社会のひな形だったから，顧客から重税を取り立てた。（ｐ．１２３）

と述べているいくつかの件には力がこもっ ている。刑務所内で行なわれていたことの見聞が筋金

となり ，その後のロンドンの杜会観を大きく育んだ。それは，釈放後の放浪途中で１つの確たる

イデオロギーへと昇華することになる。ハールトロソ プも ，

　Ｕｎｄｏｕｂｔｅｄ１ｙ　Ｊａｃｋ　Ｌｏｎｄｏｎ’ｓ　ｓｏｃｌａ１１ｓｍ　ｗａｓ　ｃｏｎｃｅｌｖｅｄ　ａｔ　ｔｈ１ｓ　ｔ１ｍｅ　Ｉｔ１ｓ　ａ１ｗａｙｓ　ｐｕｔ　ｄｏｗｎ　ｔｏ　ｗｈａｔ　ｈｅ

ｓａｗ　ａｎｄ　ｅｘｐｅｒｌｅｎｃｅ（１ｍ　ｈｌｓ　ｔｒａｖｅ１ｓ　ａｃｒｏｓｓ　Ａｍｅｒ１ｃａ－ｔｈｅ　ｄｌｓｃｏｖｅｒｙ　ｏｆ　ｔｈｅ　ｖ１ｃｔｌｍｓ　ｏｆ　ｔｈｅ　ｃａｐｌｔａＩ１ｓｔ　ｓｙｓ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　３０）ｔｅｍ　ａｎｄ　ｔｈｅ　ｄｅｓｔｒｕｃｔｉｏｎ　ｂｒｏｕｇｈｔ　ａｂｏｕｔ　ｂｙ　ｉｔ

と書いている。ロンドン自身も，長篇〃肋加〃舳の中身を圧縮してエキスのみを取りだして

まとめたような別のエッ セイ「人生は私にとっ て何を意味するか」（“Ｗｈａｔ　Ｌｉｆｅ Ｍｅａｎ．ｔｏ　Ｍｅ’’）の

中で ，

（６０２）
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と， 資本家や搾取に対するきびしい批判を行なっ ている。このエッ セイは，丁加Ｒｏ〃のシリー

ズを手がける１年近くも前に同じく『コズモポリタン』に掲載されたものなのだが，表現の仕方

に違いはあ っても放浪体験で得たことをきちんと伝えている。かくして ，

Ｔｈｅ　ｗｏｒ
ｋ１ｎｇ　ｃ１ａｓｓ１１ｖｅｄ　ｕｎｄｅｒ　ａ　ｓｙｓｔｅｍ　ｗｈ

１ｃ
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と， 社会における自分の位置を見定め認識をあらたにしたロンドンは，勉強の必要性を痛感し ，

オークランドに帰り着いたあとは，いよいよ自己の教育に本腰を入れはじめることになっ た。 ま
　　　　　　　　　　　　　　　　　　３４）
た別のエッ セイ

‘‘

Ｈｏｗ　Ｉ　Ｂｅｃａｍｅ　ａ　Ｓｏｃｉａ１ｉｓｔ
’’

の中でも ，この放浪体験によっ て人生をまっ たく

違っ た角度から捉えるようになっ たこと ，社会の地獄絵をまざまざと見たこと ，その地獄から筋

肉労働によっ てではなく（頭脳労働によって）はい出る決心を固めたことなどを披涯している 。

Ｖ

　以上本稿では，ロンドンの作家としての本質を決定的なものにした北米大陸ルンペン放浪体験

の記丁加Ｒｏ〃についての考察を進めきた。そこには彼の竹馬の友Ｆ ・アサートンが指摘するよ

うに
，
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といっ た資質を見逃すわけにはいかない。生来の放浪癖に加え，度重なる肉体労働に対する嫌悪

感という２つの性行が，社会の地獄の渕をのぞき見たことによっ て， その仕組みやからくりに気

づき ，それらを批判力を備えたペンで写しとることに成功させたのだ。なるほと発表当時には ，

すでに見た思潮もあ って，広く迎え入れられることはなかったものの，今日的視点からこの仕事

を読むと ，少なくとも２つのポイントが浮上する。１つは，１９世紀末アメリカ社会の裏面史の一

部を相当正確に写しとっ た， いわば貴重な証言たり得ている点で，アメリカン ・ドリームのイン

サイド ・ストーリーと呼んでもいいだろう 。もう１つは，ロンドンの体験からちょうど百年以上

も経過しているにもかかわらず，〃６Ｒｏ〃の内容がいっこうに古く感じられない点だ。具体的

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（６０３）



　２０２　　　　　　　　　　　　　　　立命館経済学（第４６巻 ・第５号）

に言えは，ロス暴動に見られるような人種問題，ホームレス，失業などに結ぴつく現代社会のひ

ずみが活写されており ，現代社会が百年前の現実と本質的にはほとんど変わっていないことに気

づかされる点なのである 。

　もっと身近なわれわれ現代日本人に問題を引き寄せて考えてみてもよい。上野瞭氏が最近の工
　　３６）

ソセイで，この高度経済成長期を称して「今では「見えるもの」と言えは「食の豊かさ」だけで

ある」と書き ，ＦＡＯ（国連食糧農業機構）の報告（１９９０年の時点で，アフリカだけで１億７千万人が飢

餓状態にあり ，２１世紀には３億に達し，他の地域の栄養失調人口を加算推計すると，６億８千万人が飢える

ことになろう）を紹介しながら，「この膨大な「飢え」は，飽食の日本では遠い「他人事」になっ

ている」と述べている。こうした現代日本と ，ロンドンが思いをこめて写しとっ た百年前のアメ

リカ社会の裏面とは，まるで対極にある。ところが，ロンドンの見聞した社会の底辺部と上の

ＦＡＯの報告とはどこかで響きあう 。問題は，社会の矛盾から目をそらして飽食に浮かれる現代

日本人や「３Ｋ」（きつい，きたない，きけん）を嫌う世代にこそあるのである。最近では「３Ｋ」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３７）
どころか，若者の清潔志向が行き過ぎ状態にあるという 。ロンドンの浮浪者とはまるで相容れな

い関係だが，果たしてどちらがより人間的なのであろう 。丁加Ｒｏ〃は，そうした現代日本の若

い世代にも自分の意識を見つめなおす機会を与えてくれるものである。ロンドンの文学的想像力

の根源を明らかにしたこの作品は，『どん底の人びと』と並ぶ古くて新しいメッ セージを発し続

けている 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　注
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５）筆者が１９９２－３年留学の際，カリフォルニア州サンマリーノウのハンティントン図書館で読んだ
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　加賀乙彦『死刑囚の記録』（［１９８０１，中公新書，１９８３），ｐ
．２０

。

　　上掲書，ｐ
．５０
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　　丁加エ３肋内 ガＪ〃是工ｏ〃４ｏ勿，Ｖ
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ｐ． ２３．中山訳，同上書，ｐ．２８ 。

　拙稿「ジャッ ク・ ロンドン： その習作期に於ける作品についての一考察」（『現代英語文学研究』第

３号，１９７５），ＰＰ４２－５５およひ拙稿ｒ
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再考一Ｔｈｅ

〃ｏ閉加ｇ　Ｃｏ〃を巡って」（『現代英語文学研究』第７号，１９８１），ｐｐ
．５４－７１参照

。

　Ｆｒｅｄｅｒ１ｃｋ　Ｆｅｌｅｄ， ｏク ６〃 ，ｐ２６　中山訳，上掲書，ｐ３６

　Ｒｏｂｅｒｔ　Ｂａｒ１ｔｒｏｐ，Ｊ〃尾Ｌｏ〃６ｏ〃一〃３ル１ｏ〃，肋６Ｗ伽ｚ“，¢加Ｒ３加Ｚ（Ｌｏｎｄｏｎ： Ｐ１ｕｔｏ　Ｐｒｅｓｓ，１９７６），ｐ

４４

　Ｊ〃尾Ｌｏ〃ゴｏ〃／Ａ刎舳６伽Ｒ３６６Ｚ，ｅｄ１ｔｅｄ　ｂｙ　Ｐｈ
ｌ１１ｐ　Ｆｏｎｅｒ（Ｎｅｗ　Ｙｏｒｋ　Ｔｈｅ　Ｃ１ｔａｄｅ１Ｐｒｅｓｓ，１９６７），ｐ

３９３

　　１６ゴ６
．，
Ｐ． ３９７

　Ｊｏａｎ　Ｌｏｎｄｏｎ，ｏ少． ｃ批，Ｐ．８４

　Ｐｈｉ１ｉｐ　Ｆｏｎｅｒ
，ｏク． ６北，ｐ．３６４

　　筆者が１９９２－３年留学の際，上記図書館で読んだＦｒａｎｋ　Ｉ　Ａｔｈｅれｏｎの手になる原稿（ｐ２１４）より 。

　　京都新聞，１９９７年８月１４日 ，ｐ
．１２

　　同上，１９９７年８月３０日（夕），ｐ．９によると ，電車のつり革を絶対握らないとか，座席にすわると

きはティッ シュペーパーでふかないと気がすまないとか，抗菌グ ッズの激増，果ては「上司の触った

ペンは使いたくない，と
、害、うＯＬも多い」という 。

（６０５）
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